
入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285

バ
ス
停
は
出
湯
の
隣
蝶
の
昼

大
観
峰
野
を
焼
く
風
を
待
つ
ば
か
り

安
ら
ぎ
や
手
づ
く
り
雛
の
並
ぶ
町

里
帰
り
母
亡
く
姉
亡
く
す
み
れ
草

昨
夜
の
雨
一
気
に
辛
夷
散
ら
し
を
り

万
句
の
里
俳
句
会  

3
月
句
会

鞍
岳
の
峯
よ
り
彼
岸
に
日
は
出
づ
る
拝
ま
む
期
待
予
報
は
曇く

も

天り

つ
ば
く
ら
め
海
越
え
山
越
え
春
連
れ
て
古
巣
の
納
屋
に
よ
く
ぞ
戻
り
来

庭
先
の
み
墓
に
供
え
し
花
々
を
盗
み
逃
げ
た
る
昨
夜
な
る
風
は

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
実
を
守
ら
む
と
網
覆
う
鳥
の
分
け
前
少
し
残
し
て

一
樹
な
る
名
こ
そ
忘
れ
ぬ
吉
野
つ
つ
じ
弥
生
の
庭
に
ピ
ン
ク
が
咲
き
映
ゆ

佐
　々
重
弘

嶋
田　
晴
美

緒
方　
寛
子

渡
辺　
光
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に
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中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

中央公民館
泗水公民館
七城公民館
旭志公民館

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）2028
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

テーマ「おかあさん」

新
星
出
版
社

3

金
の
星
社

2

イ
ー
ス
ト・プ
レ
ス

1

ぴ
あ

4

1 ザ・ママの研究
みやにし たつや／作・絵
２ おかあさんだいすきだよ

　「ありがとう」や「だいすき」
がたくさん詰まった絵本です。
読むと心が温かくなります。

　愛情のこもった料理の数々。
子どものために頑張る母親に
は感謝しかありません。

新
しん

宮
ぐう

文
ふみ

明
あき

／著

信
のぶ

田
た

さよ子
こ

／著

３ 撮りたい! 飾りたい!
　親子でおりがみ

　ママをタイプ分けして、仲
良く楽しく付き合うための傾
向と対策がまとめられた本。

　簡単にできるおりがみの本。
カーネーションやハートを折っ
て、お母さんにプレゼントしま
せんか。

図 書 館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332 キクロスホームページ

月曜日
※七城・旭志は㈰も休館

休 館 日

宮
みや

川
がわ

順
じゅん

子
こ

／著

4  料理嫌いだった私が
　「365日×15年」毎日
　台所に立ち続けた理由

臨 時 休 館
聖火リレー開催のため、生涯学習センターは休館と
なります。ブックポストも利用できません。七城・旭
志・泗水の図書館と公民館は通常通り開館します。

5月５日㈬㈷・6日㈭

公 民 館

　公民館は市民の「学び」と「活動」を応援しています。新
たなことにチャレンジしたいと思っている人は、近くの公
民館へ気軽にお尋ねください。

撮影：広報（３月下旬）　公民館にはさまざまな部屋があります。サークル活動
や会議など、用途に合わせて利用してください。

　公民館は「つどう・つなげる・つづける・つかう ～まちづ
くり交流の場～」をテーマに掲げて活動しています。

主催講座を受講したい
1 広報きくち4月号と9月号の広報と一緒に配布してい
るチラシをチェック。2 希望の講座に申し込む。3 講座
に参加する。※定員に満たない講座は随時受け付けています

借りる方法
1 予約ウェブサイト「菊池市公共施設予約システム」で部
屋の空き状況を確認。2 利用したい日時で仮予約をする

（団体登録時にID が発行されています）。3 仮予約した
日を含めて7日以内に公民館の窓口で申請書の記入と利
用料の支払いをする。4 当日、利用する。

自主サークルに入りたい
1 近くの公民館窓口に尋ねる。2 サークルの代表者に電
話をして内容を確認。3 サークル活動に参加する。

【 つ ど う 】

【つなげる】
【つづける】
 

【 つ か う 】

～４つの「つ」～

※ インターネットが利用できない場合は電話で申
し込みできます（平日午前８時30分～午後５時）

※ 初めて利用する人や前回利用したのが令和２年
8月以前の人は、団体登録が必要です

↑予約は
 こちらから

誰もが気軽に立ち寄って集まることで、新た
な発見を生む。
人と情報・学び・まちをつなげ、交流を生み出す。
 ふるさとの歴史や文化を次世代に伝え、菊池
の未来を創造する。
 学び、学んだことを活用し、地域課題の解決
や地域づくりを進める。

　自然豊かな菊池で楽しむ、本と音楽とマーケッ
トの一日。図書館からは出張図書館や読み聞か
せを行います。

５月23日㈰
午前８時～午後４時
菊池市ふるさと創生市民広場ところ

と  き
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